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雷への対応における留意点3
　雷は、積乱雲の位置次第で、海面、平野、山岳など場所を
選ばず落ちます。また、周囲より高いものにほど落ちやすいと
いう特徴があります。
　グラウンド、平地、山頂、尾根等の周囲の開けた場所にいると、
積乱雲から直接人体に落雷（直撃雷）することがあり、その場合、
約８割の人が命を落とすと言われています。
　また、落雷を受けた樹木等のそばに人がいると、その樹木等から
人体へ雷が飛び移る（側撃雷）ことがあります。木の下で雨宿り
などをしていて死傷する事故は、ほとんどがこの側撃雷です。
　遠くで雷の音がしたら、既に危険な状況です。自分のいる場所
にいつ落雷してもおかしくありません。
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＜積乱雲が近づくサイン＞（気象庁提供）
以下のような変化を感じたら、それは積乱雲が近づいている兆し（サイン）です。
まもなく、激しい雨と雷がやってきます。竜巻などの激しい突風が起きるおそれもあります。

真っ黒い雲が近づいてきた 雷の音が聞こえてきた 急に冷たい風が吹いてきた

【避難の留意点】
● 部活動などの屋外活動を中断し、速やかに屋内に避難します。
● 下校前の場合は、素早く情報を収集し、必要に応じて学校に児童生徒等を待機させます。
その際は、学校の対応を保護者等に連絡することが大切です。

＜雷鳴が近くで聞こえたら＞
● 登下校時に発生した場合には、近くの安全な場所に避難し、無理に屋外を移動しないようにします。
● 自転車に乗っている場合は、すぐに降りて姿勢を低くして、安全な場所に避難します。
● 鉄筋コンクリート建築、自動車、バス、電車の内部は比較的安全です。
● 木造建築の内部も基本的に安全ですが、全ての電気器具、天井・壁から１ｍ以上離れればさらに安全です。

● 近くに避難する場所がないような場合には、低い場所を探してしゃがむ
など、できるだけ姿勢を低くするとともに、地面との接地面をできる限り
少なくします。

● 電柱、煙突、鉄塔、建築物などの高い物体のてっぺんを45度以上の角度で
見上げる範囲で、その物体から４ｍ以上離れたところに退避します。

● 高い木の近くは危険なので、最低でも木の全ての幹、枝、葉から２ｍ以上は
離れましょう。

＜安全な空間に避難できない場合＞
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